シンジン カンゴシ ノ シゴトカン ノ トクチョウ by 村上, 美華 et al.
熊本大学学術リポジトリ
Kumamoto University Repository System
Title ????????????
Author(s)??, ??; ??, ???
Citation?????????????, 4: 107-112
Issue date2008-02-29





























































































































































































































としての役割 1４２３．２１１．２ 4９６ 23.4４．３5.1
注）多群の比較はKruscalWallis検定
対比較はWilcoxon検定、有意水準はBonferroniのフ
続いて【成長・自己実現につながるもの】
(18.1％)が抽出でき、「成長させるもの」「成長の
場」を含む《自己成長》、「学ぶところ」を含む
《学習の場》、《自信をつけてくれるもの》、《自
分の居場所》、《自分のため》の５つのサブカテ
ゴリーから構成された。
一方、【負担なもの】は全体の13.3％を占め、
｢大変なこと」「疲れること」「したくない」を含
む《負担感》、「つらい」「ストレス因子」を含む
《苦痛》、「ただ働いているだけ」「しなくてもい
いもの」を含む《どうでもいいもの》、「向いて
いるか`し､配」を含む《心配》の４つのサブカテゴ
リーで構成された。
また、「しなくてはならないこと」「義務」など
の内容を含む《社会の一員としての役割》はその
まま【社会の一員としての役割】（5.6％)と命名
した。
その他「仕事」（５件)、「わからない」（４件）
の記載があった。
有意水準はBonfe roniの方法 ＊ｐ＜0.005
【成長・自己実現につながるもの】と記載した
人のCES-D得点に比べ【負担なもの】を記載し
た人のCES-D得点が有意に高かった(p＜0.005)。
LOC得点は【成長・自己実現につながるもの】
と記載した人のほうが【生活の基盤】と記載した
人よりも有意に得点が高かった(p＜0.005)。
仕事観とSE得点については有意差はなかった。
Ｖ，考察
１．対象者の特性
本研究は就職後10ヶ月目の新人看護師を対象に
実施した。CES-Dの平均は23.1点と高く、また１６
点以上の高抑うつ群が75.2％を占めていた。山岸
ら'３１は看護職者を対象とした研究で、CES-,16
点以上が54～66％であったと報告していることか
ら、今回の結果は新人看護師のうつ度の高さを示
すものだと考える。水田ら７)は新人看護師の精神
健康度を日本語版GHQ（GeneralHealthQues‐
tionnaire)で検討し、３カ月後が最も高く６ケ月
後および１年後に改善が見られるが全般的に高得
点であることを指摘しており、本研究の結果と一
致している。
LOCの平均は47.9点であり、今回の対象者は内
的統制傾向が高かった。内的統制傾向が高いこと
は、努力や能力など自分の力により結果をコント
３．新人看護師の仕事観とCES-D、LOC、ＳＥの
得点との関連(表２）
尺度と自由記載のそれぞれの質問紙に整理番号
が記され、かつ全項目について記入もれがなかっ
た208件（82.9％）を対象に仕事観のカテゴリー
別にCES-D、LOC、ＳＥの得点を比較した。
－１１０－
新人希護師の仕１I観の特徴
ロールできるという信念を持つ反面、失敗などに
対し自資の念を抱きやすい傾向にあるといえる。
綿貨'５１の総合病院に勤務する看護職者を対象と
した研究結果においてもＬＯＣの平均が50.1±6.7
と高かったことから、内的統制傾向の高さは看護
職者全体の特性とも考えられる。
ＳＥの平均点は23.5点であり、豊田ら1剛が行っ
た大学生のＳＥの平均である25.9点に比べやや低
い傾向にあった。自尊感情は自分自身に対する尊
重や価値評定にかかわる感情であり、社会環境へ
の適応と密接に関係し心身の健康に影響を及ぼす
といわれる'７１．自尊感情の低さや前述した抑うつ
度の高さは、新人看護師が置かれている状況にう
まく適応できていない可能性、つまりリアリテイ
ショックから脱却できていない状況を示唆している。
と命名している。【価値あるもの】【成長・自己
実現につながるもの】といった仕事観は、前述し
た職業的アイデンティティと共通しており職業へ
の適応を示しているといえ、新人看護師が安定し
た心理にあることを示唆するものと考える。
一方で【負担なもの】という仕事への否定的な
感情についての記述が1ａ3％あり、大変・疲れる、
つらい．ストレスといった内容を含んでいた。久
保ら型)は就職３カ月後と６カ月後の看護師を対
象に就職前の予想とのギャップについて調査し、
予想より悪かったこととして「看護業務の多忙さ」
がいずれの時期においても高かったと述べており、
このことが仕事に対する否定的な感情につながっ
ているのかもしれない。また、２件ではあったが
｢向いているか`し､配」という記述があり、仕事を
辞めたいと思った理由として最も多いのが「自分
は看護職に向いていないのではないかと思う」と
される“ことから、特に注意が必要な内容である
と考える。
仕馴観のカテゴリー別に３つの尺度の得点との
関連を調べた結果、【成長・自己実現につながる
もの】と記載した人に比べ【負担なもの】と記戦
した人の抑うつ度が高かったことから、仕事観に
は職業性ストレスに対する心的状態が反映される
可能性がある。また、【生活の基盤】と記載した
人に比べ【成長・自己実現につながるもの】と記
ililiした人のLOC得点が高く内的統制傾向が高かっ
た。この結果から、仕事に対する肯定的な意味づ
けは自己コントロール感を有する状態を表してい
る。このように仕事観はCES-DやLOCと関連し
ていたことから、新人看護師の仕事感は職業性ス
トレスに関する梢神・心理的アセスメントツール
の指標として意味あるものであると考える。
２．新人着講師の仕事観
今回我々は、「私にとって仕事は」という刺激
文に対する記述から、新人看護師の仕事観として
【生活の基盤】、【価値あるもの】、【成長・自己
実現につながるもの】、【負担なもの】、【社会の
一員としての役割】の５つのカテゴリーを抽出し
た。
一般に仕事とは、「何かを作り出す、または成
し遂げるための行動」「生計を立てる手段として
従事する事柄・職業」「行動の結果」（大辞泉）や、
｢しなければならないこと」（広辞苑）などの社会
通念である。我々が抽出したカテゴリーのうち、
【生活の基盤】や【社会の一員としての役割】は
それらを反映しているといえる。
また今回は、【価値あるもの】や【成長・自己
実現につながるもの】といった仕事に対する肯定
的な意味づけが抽出された。看護師のイメージと
しては「価値」'帥や「魅力」１'1、「社会的意義」２１１１
などがあり、これらのイメージに含まれる要素は
【価値あるもの】に含まれる内容と酷似していた。
岩丼ら2叩は看護職の職業的アイデンティティと
して５因子を見出し、（看護職を続けたい)(成長
していける）などを「看護職の職業選択と誇り」
Ⅵ．まとめ
新人看護師の仕事観として、「私にとって仕事
とは」に対する文章完成法から５つのカテゴリー
が抽出でき、【成長・自己実現につながるもの】
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に比べ【負担なもの】といった仕事観をもつ看護
師のCES-D得点が高かった。このことから、本
研究で抽出された仕事観は新人看護師の心理を把
握する因子として有用であり、糖神・心理的アセ
スメントツールの指標として妥当である可能性が
示された。しかし、今回は性差による検討や、２
年目以上の看護師との比較は行っていない点で限
界があり、今後それらを検討することで新人看護
師の仕事観の特徴を明らかにしていきたいと考え
る。
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